
Computer Programming II 

課題（データ型と入出力）改訂版 

 
課題１）ある研究室では、薬品の使用状況管理のために、薬品を使用した者の 
      学籍番号、名前、学年、使用した年・月・日、使用量[g] 
    をコンピュータに入力し、それを暗号化してファイルに記録することにした。 
    そのためのプログラムリストを添付する。暗号化の部分を作成してプログラムを完成させよ。 
 
入力は、以下のように行うこと。 

・ データはコンソールから入力し、scanf 関数の戻り値が EOF の時か学籍番号に 9999 が入力された時、入

力終了とする。（*注：scanf 関数は、入力の終了（MS-DOS では CNTL+Z）を検出すると、EOFという

記号定数を戻り値として返す。） 
  ・名前は、アルファベットで入力し姓と名の間にはブランクを入れずに _（アンダーバー）で繋ぐ。 

・ 学年は、学部２年生ならば B2、大学院修士課程１年ならば M1、大学院博士課程２年ならば D2、スタッ

フはX1、のように入力する。 
・ 年は、西暦で入力する。 

 
出力は、以下のように行うこと。 
 
  暗号化（と解読）は、アルファベットとアンダーバーのみを対象とし以下のように行う。 

・ 暗号化：a ---> b, b ---> c, c ---> d, …… に置き換える。（文字コードを１つ上げる） 
・ 解読 ：b ---> a, c ---> b, d ---> c, …… に置き換える。（文字コードを１つ下げる） 
 
数字はブランクを入れずに詰めてファイルに記録すること（わかりにくくするため）。ただし後でファイルか

ら読む時のために記入する数字の桁数はそろえておくこと（年は4桁、月・日は各2桁）。 
・例えば2001年 8月 １日は 20010801 （200181ではない） 
・例えば1999年11月 2日は 19991102 （1999112ではない） 
・例えば2001年10月26日は 20011026 
 
暗号化された文字と数字との間にはブランクをいれること（後でファイルから読む時、暗号化された文字列

を scanf あるいは fscanfにより入力するための区切りとなる）。 
 
 
課題２）ファイルに記録された暗号化データを、データが終わるまで（すなわちEOFがくるまで）読み込み、暗

号を解読して、 
      学籍番号、名前、学年、使用した年・月・日、使用量[g]、残量[g] 
   を、後に示す表示例のように見やすくキレイに画面に出力表示せよ。ただし薬品の初期量は1000[g]とする。 
 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 
提出期限 １１月１５日（木）              質問等のE-mailのあて先は、cp2-70@cc.tuat.ac.jp 
 
提出物 ・課題１のプログラム  ファイル名は p〇〇××e31.c とすること 〇〇は学籍番号の上２桁の数字 

・課題２のプログラム  ファイル名は p〇〇××e32.c とすること ××は学籍番号の下２桁の数字 
  ・暗号ファイル     ファイル名は p〇〇××e3.txt とすること 

            ＊プログラムの第１行目には、コメントで（  /*  */ でくくって）、学籍番号と名前を記述すること 
 
提出形態：E-mailに上記提出ファイルを添付すること 

・あて先  cp2-69@cc.tuat.ac.jp 
   ・題    cp2ex3 
   ・本文   感想、学籍番号、名前を記述 



Computer Programming II 
#include <stdio.h> 

#include <stdlib.h> 

 

void main(void) 

{ 

      char name[20],BMD; 

      long bango; 

      int  gakunen,nen,gatsu,hi,i; 

      float shiyoryo; 

      FILE *fp;                         /* ファイルポインタの宣言 */ 

 

      fp=fopen( "angofile", "a");  /* ファイルポインタfpを使ってファイルを追加書込用にオープン */ 

      if( fp == NULL) {                                  /* お決まりのエラー処理 */ 
          printf("ファイルをオープンできません。¥n"); 

          exit(1); 

      } 

 

      while(1){        /* コンソールからの入力: 学籍番号 名前 学年 年 月 日 使用量[g] */ 

 

             /* コンソールからの入力：EOFか9999が入力されるまで, 学籍番号を入力 */ 

        if( scanf("%ld",&bango) == EOF || bango==9999 ) break; 

 

                      /* コンソールからの入力 (続き) */ 

        scanf("%s %c%1d %d %d %d %f",name,&BMD,&gakunen,&nen,&gatsu,&hi, 

               &shiyoryo); 

 

                            /* アルファベットの暗号化 */ 

 
                         /* この部分を完成させること !!! */ 

 

          /* fpで示されるファイルへの出力: 学籍番号 名前 学年 年 月 日 使用量 */ 

        fprintf(fp, "%08ld%s %c%1d%4d%02d%02d%07.2f¥n",bango,name,BMD,gakunen, 

                nen,gatsu,hi,shiyoryo); 

    } 

    fclose(fp);              /* fpで示されるファイルをクローズ */ 

} 

 

 



Computer Programming II 
入力例 

 

00110000 Takakura_Yoko X1 2001 8 1 33.3 

00110001 Shirai_Hiroaki X1 2001 9 16 45.3 

00110002 Katoh_Mitsutoshi M2 2001 10 5 70.5 

00110003 Takashiba_Wataru M2 2001 10 26 25.0 

9999 

 

 

暗号化されたデータ(ファイルの中身）    ＝＝＝＞    問題１の出力ファイル 

                                                   問題２の入力ファイル 

00110000Ublblvsb`Zplp Y1200108010033.30 

00110001Tijsbj`Ijspblj Y1200109160045.30 
00110002Lbupi`Njutvuptij N2200110050070.50 

00110003Ublbtijcb`Xbubsv N2200110260025.00 

 

 

解読されたデータの出力表示例      ＝＝＝＞  問題２の実行例 

 

 名  前              学籍番号 学年     年  月  日  使用量[g]  残 量[g] 

Takakura_Yoko        00110000  X1  2001年 8月 1日     33.30    966.70 

Shirai_Hiroaki       00110001  X1  2001年 9月16日     45.30    921.40 

Katoh_Mitsutoshi     00110002  M2  2001年 10月 5日     70.50    850.90 

Takashiba_Wataru     00110003  M2  2001年 10月26日     25.00    825.90 

 


